
令和４年１０月３１日 え ん じ （１）第３２６号 

小郡駐屯地公式 
Ｉ ｎ ｓ ｔ ａ ｇ ｒ ａ ｍ 

施設科

 

団
は
、
８
月
１
日
か
ら
10
月
10
日
ま
で
の
間
、
第
９

施
設
群
を
基
幹
と
し
た
派
遣
教
官
団
（
教
官
団
長 

豊
田

２
佐
）
26
名
を
国
連
三
角
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
へ
派
遣
し
ま
し
た
。 

 

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
軍
の
工
兵
要
員

に
対
し
て
、
施
設
機
械
操
作
初
級
教
育
を
行
い
要
員
を

育
成
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
軍
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
派
遣
に
お
い
て
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
や
宿
営
地
の
造
成
に
不
可
欠
な
施
設
機

械
操
作
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
ま

す
。 

 

派
遣
教
官
団
は
、
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
（
セ
ン

ト
ゥ
ー
ル
）
に
お
い
て
約
２
か
月
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
軍

等
工
兵
要
員
20
名
に
対
し
て
ド
ー
ザ
や
バ
ケ
ッ
ト
ロ
ー

ダ
、
ロ
ー
ド
ロ
ー
ラ
等
の
基
本
操
作
に
係
る
実
習
の
ほ

か
、
日
本
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
間
の
文
化
交
流
を
実
施
し

ま
し
た
。 

 

操
作
教
官
と
し
て
参
加
し
た
江
平
２
曹
は
、
「
言
葉

の
壁
を
乗
り
越
え
る
た
め
、
一
人
一
人
と
目
と
目
で
向

き
合
い
、
心
を
通
わ
せ
る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
た
。
学

生
達
の
前
向
き
な
姿
勢
や
向
上
心
に
感
銘
を
受
け
、
貴

重
な
経
験
が
で
き
た
こ
と
に
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
述
べ
ま
し
た
。 

 
 

教務幹部による安全管理教育 

器材の点検要領説明 基本作業実習訓練（ドーザ） 

 

連
結
作
業
で
は
、
正
確
な
ロ
ー
プ

ワ
ー
ク
や
鉄
線
の
取
扱
い
等
を
学
び

ま
し
た
。
（
写
真
②
） 

 

そ
の
ほ
か
、
各
種
施
設
作
業
で
は
、

重
材
料
を
取
り
扱
う
こ
と
が
多
く
、

十
分
な
力
を
発
揮
し
得
る
運
搬
方
法

（
写
真
③
）
や
危
害
防
止
の
た
め
の

安
全
管
理
等
を
学
び
、
漕
舟
作
業
で

は
、
舟
の
組
み
立
て
方
法
か
ら
漕
ぐ

技
術
等
を
学
び
ま
し
た
。
（
写
真

④
）
渡
河
技
術
は
災
害
派
遣
等
で
も

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

爆
破
作
業
は
、
障
害
物
の
構
築
や

処
理
等
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

爆
破
の
基
礎
的
な
要
領
、
安
全
管
理

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。 

 

新
隊
員
は
９
月
23
日(

飯
塚)

、
26

日(

小
郡)

で
そ
れ
ぞ
れ
修
了
式
を
迎

え
、
部
隊
へ
配
属
さ
れ
ま
し
た
。 

 

教
育
で
学
ん
だ
知
識
、
技
術
を
活

か
し
、
部
隊
の
先
輩
隊
員
か
ら
、
よ

り
深
い
知
識
、
技
術
を
学
び
、
活
躍

し
て
い
き
ま
す
。 

 

教
官
団
長
以
下
全
員
が

一
丸
と
な
っ
て
任
務
を
完

遂
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
軍

の
施
設
機
械
操
作
能
力
の

向
上
は
も
と
よ
り
、
イ
ン

ド
太
平
洋
地
域
の
安
定
に

寄
与
し
ま
し
た
。 

①植 杭 

②連 結 

③重材料運搬 

④漕 舟 

 

団
は
、
飯
塚
駐
屯
地
及
び

小
郡
駐
屯
地
に
お
い
て
、
７

月
か
ら
９
月
の
約
３
ヶ
月
間
、

新
隊
員
後
期
教
育
を
行
い
ま

し
た
。 

 

施
設
科
の
知
識
及
び
基
礎

的
な
技
術
で
あ
る
施
設
基
礎

作
業
（
土
工
、
木
工
、
植
杭
、

連
結
、
重
材
料
の
取
扱
い
、

漕
舟
、
爆
破
等
）
を
学
び
ま

し
た
。 

 

土
工
作
業
で
は
、
ど
ん
な

に
機
械
が
発
達
し
て
も
手
作

業
が
必
要
に
な
る
た
め
、

シ
ョ
ベ
ル
、
つ
る
は
し
を
用

い
た
掘
土
や
投
土 

を
学
び
木
工
作
業
で

は
、
各
種
施
設
作
業

に
お
い
て
必
要
と
な

る
木
材
の
切
断
・
切

削
等
を
学
び
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
植
杭
作
業

で
は
、
障
害
物
の
構

築
等
で
応
用
す
る
こ

と
が
多
い
大
づ
ち
の

操
作
方
法
を
学
び

（
写
真
①)

 
 



え ん じ 第３２６号（２） 令和４年１０月３１日 

 

駐
屯
地
は
、
６
月
28
日
、
令
和
４
年
度

西
部
方
面
隊
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
に

対
し
て
、
小
郡
駐
屯
地
及
び
第
５
施
設
団

の
活
動
状
況
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
災
害
派
遣
時
の
器
材
運
用
の
一
例
を

展
示
し
、
92
式
地
雷
原
敷
設
車
の
搭
乗
及

び
渡
河
ボ
ー
ト
の
乗
船
を
体
験
し
て
頂
き
、

駐
屯
地
と
部
隊
の
活
動
に
ご
理
解
を
頂
き

ま
し
た
。 

 

駐
屯
地
は
、
８
月
23
日
、
小
郡
市

自
衛
隊
協
力
会
女
性
部
の
皆
様
に
対

し
、
駐
屯
地
の
概
要
・
施
設
等
を
紹

介
す
る
と
と
も
に
、
隊
員
と
の
懇
談

に
よ
り
、
駐
屯
地
に
対
す
る
ご
理
解

を
頂
き
ま
し
た
。 

 
 

小
郡
市
自
衛
隊
協
力
会 

女

性

部

駐

屯

地

研

修 
西
部
方
面
隊
オ
ピ
ニ
オ
ン
・

リ

ー

ダ

ー

部

隊

研

修

支

援 

第

５

施

設

団

本

部

付

隊 

 

隊
は
、
９
月
１
日
か
ら
２
日
ま
で
の

間
、
駐
屯
地
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
令

和
４
年
度
第
１
回
災
害
派
遣
用
ド
ロ
ー

ン
操
作
訓
練
を
実
施
し
、
災
害
派
遣
用

ド
ロ
ー
ン
の
運
用
に
必
要
な
知
識
・
操

作
要
領
に
つ
い
て
練
成
し
、
災
害
発
生

時
に
お
け
る
情
報
収
集
能
力
を
向
上
さ

せ
ま
し
た
。 

 
ま
た
、
８
月
23
日
か
ら
９
月
２
日
ま

で
の
間
、
令
和
4
年
度
第
１
次
訓
練
検

閲
に
統
裁
部
と
し
て
参
加
し
、
訓
練
検

閲
統
裁
の
効
率
的
実
施
に
寄
与
す
る
と

と
も
に
指
揮
所
及
び
通
信
所
の
開
設
・

運
営
並
び
に
兵
站
能
力
の
向
上
を
図
り

ま
し
た
。 

有線構成の風景 ドローン操作訓練の風景（説明） 

駐屯地音楽部による演奏 駐屯地司令挨拶 

隊員との懇談 資料館見学 駐屯地概要説明 

渡河ボート体験乗船 装備品展示 



 

群
は
、
９
月
23
日
、
令
和
４
年

度
一
般
陸
曹
候
補
生
課
程
後
期 

「
施
設
」
及
び
新
隊
員
特
技
課
程

後
期
「
施
設
」
の
修
了
式
を
実
施

し
ま
し
た
。
約
３
ヶ
月
間
、
猛
暑

と
コ
ロ
ナ
渦
の
中
、
九
州
各
地
か

ら
集
ま
っ
た
35
名
は
、
同
期
と
共

に
支
え
合
い
切
磋
琢
磨
し
、
ま
た

愛
情
あ
ふ
れ
る
班
長
の
指
導
の
も

と
１
名
も
欠
け
る
こ
と
な
く
訓
練

を
乗
り
越
え
ま
し
た
。
日
々
施
設

科
隊
員
と
し
て
必
要
な
知
識
と
技

能
を
錬
磨
し
、
逞
し
く
成
長
し
た

隊
員
達
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
隊
に

配
置
さ
れ
、
力
強
く
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。 

 
 

集合写真 

対舟艇杭の打設（第４０１施設中隊） 歩哨（第３６８施設中隊） 

逞しく成長した隊員達 

え ん じ （３）第３２６号 令和４年１０月３１日 

第

２

施

設

群 

第

９

施

設

群 

第
１
０
３
施
設
器
材
隊 

アスファルトオーバレイ舗装 
（特殊器材中隊） 

 

隊
は
、
７
月
８
日
か
ら
15
日
ま
で

の
間
、
日
出
生
台
演
習
場
に
お
い
て

４
・
５
型
ラ
イ
ナ
ー
プ
レ
ー
ト
に
よ

る
近
Ｓ
Ａ
Ｍ
用
掩
蓋
掩
壕
の
構
築
及

び
宝
満
川
に
お
い
て
92
式
浮
橋
に
よ

る
門
橋
の
構
築
・
運
航
を
実
施
し
ま

し
た
。 

 

ま
た
、
８
月
21
日
か
ら
24
日
ま
で

の
間
、
第
５
施
設
団
自
動
車
訓
練
所

に
お
い
て
、
７
２
０
㎡
の
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
オ
ー
バ
レ
イ
舗
装
を
実
施
し
ま

し
た
。 

 

隊
は
、
様
々
な
場
面
を
活
用
し
、

あ
ら
ゆ
る
任
務
に
対
応
す
る
た
め
、

各
種
施
設
技
術
の
練
度
向
上
を
図
っ

て
い
ま
す
。 

９２式浮橋による門橋の構築・運航 
（架橋中隊） 

降雨の中掘削作業を実施する隊員 

 

群
は
、
第
３
９
１
施
設
中
隊

に
対
し
て
９
月
１
日
か
ら
３
日

ま
で
の
間
、
日
出
生
台
演
習
場

に
お
い
て
島
嶼
防
衛
に
任
ず
る

旅
団
に
配
属
さ
れ
た
施
設
群
内

の
行
動
に
つ
い
て
訓
練
検
閲
を

行
い
ま
し
た
。 

 

第
３
９
１
施
設
中
隊
は
、
台

風
11
号
の
影
響
に
よ
る
強
風
と
、

真
横
か
ら
た
た
き
つ
け
ら
れ
る

豪
雨
の
中
、
中
隊
長
、
小
隊
長
、

分
隊
長
を
核
心
に
全
隊
員
が
誇

り
と
名
誉
を
か
け
、
与
え
ら
れ

た
任
務
を
完
遂
し
ま
し
た
。 

泥まみれになりながら作業する隊員 

知識教育風景 

 
群
は
、
９
月
５
日
か
ら
８
日
ま

で
の
間
、
令
和
４
年
度
方
面
隊
施

設
集
合
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

群
長
（
持
田
１
佐
）
以
下
で
訓

練
指
導
部
を
編
成
し
、
訓
練
参
加

部
隊
に
対
し
て
、
知
識
教
育
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
箱
型
土
の
う

構
築
要
領
等
の
技
能
実
習
を
行
い
、

西
部
方
面
隊
及
び
各
部
隊
等
の
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
能
力
の
向
上
に
寄
与

し
ま
し
た
。 

 
 

技能実習風景 

 
群
は
、
８
月
25
日
か
ら
９
月
１

日
ま
で
の
間
、
第
３
６
８
施
設
中

隊
と
第
４
０
１
施
設
中
隊
の
訓
練

検
閲
を
日
出
生
台
演
習
場
に
お
い

て
実
施
し
ま
し
た
。
各
中
隊
は
、

猛
暑
の
中
で
の
任
務
と
群
長
要
望

事
項
で
あ
る
「
支
援
努
力
を
適
切

に
指
向
し
、
作
戦
部
隊
の
要
求
に

応
え
よ
」
「
敵
を
意
識
し
、
基
本

基
礎
及
び
安
全
管
理
・
健
康
管
理

を
徹
底
せ
よ
」
を
胸
に
刻
み
、
隊

員
一
人
一
人
が
持
ち
得
る
施
設
技

術
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
中
隊

長
を
核
心
と
し
て
、
与
え
ら
れ
た

任
務
を
見
事
に
完
遂
し
ま
し
た
。 

 



え ん じ 第３２６号（４） 令和４年１０月３１日 

駐

屯

地

業

務

隊 

第
１
０
３
施
設
直
接
支
援
大
隊 

第
３
０
５
ダ
ン
プ
車
両
中
隊 

第
３
０
３
水
際
障
害
中
隊 

 

大
隊
は
、
９
月
13
日
か
ら
９
月
15

日
ま
で
の
２
夜
３
日
に
わ
た
り
、
飯

塚
駐
屯
地
に
お
い
て
、
第
９
施
設
群

を
直
接
支
援
す
る
第
２
直
接
支
援
中

隊
の
行
動
に
つ
い
て
訓
練
検
閲
を
実

施
し
ま
し
た
。 

 

本
訓
練
検
閲
間
は
厳
し
い
暑
さ
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
中
隊
は
１
名

の
脱
落
者
も
な
く
、
中
隊
長
（
新
井

１
尉
）
を
核
心
と
し
て
、
全
隊
員
が

一
致
団
結
し
、
中
隊
長
要
望
事
項
で

あ
る
「
生
存
」
に
応
え
、
任
務
を
完

遂
し
「
概
ね
良
好
」
の
評
価
で
本
訓

練
検
閲
を
終
了
し
ま
し
た
。 

  

隊容検査 対空予行 

準備完了！！（編成完結） 

 
中
隊
は
、
８
月
26
日
か
ら
８
月
30
日

ま
で
の
間
、
日
出
生
台
演
習
場
で
訓
練

検
閲
を
受
閲
し
ま
し
た
。 

 
 

作
戦
間
、
水
際
地
雷
原
等
の
構
成
の

他
、
追
加
任
務
と
し
て
他
陣
地
の
構
築
、

対
ヘ
リ
ボ
ン
障
害
構
成
等
を
実
施
し
、

一
人
の
損
耗
も
出
す
こ
と
な
く
任
務
を

完
遂
し
、
「
概
ね
良
好
」
の
評
価
を
得

て
、
本
訓
練
検
閲
を
終
了
し
ま
し
た
。 

 

改
善
事
項
は
速
や
か
に
是
正
を
図
り
、

今
後
も
西
方
唯
一
の
水
際
障
害
中
隊
と

し
て
の
誇
り
を
持
っ
て
さ
ら
な
る
練
度

向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。 

 
 

戦闘指導（状況報告する分隊長） 

小隊長 
分隊長 

炊事所の開設 陣地構築（夜間作業） 

 

業
務
隊
は
、
８
月
22
日
か
ら
24
日
の

間
、
７
月
の
大
雨
で
被
害
を
受
け
た
桜

谷
射
撃
場
の
復
旧
工
事
を
第
１
０
３
施

設
器
材
隊
の
支
援
を
受
け
て
実
施
し
、

機
能
回
復
を
図
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
８
月
24
日
、
第
３
０
３
水
際

障
害
中
隊
に
対
す
る
訓
練
検
閲
に
際
し
、

出
動
準
備
間
に
お
け
る
補
給
品
の
交
付

を
行
っ
て
、
実
戦
的
な
訓
練
検
閲
の
実

施
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
業
務
隊
の
事

態
対
処
能
力
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。 

 
 

燃料交付の状況 

監的壕東側法面の崩落状況 

復旧工事終了後の状況 

 

中
隊
は
、
９
月
13
日
か
ら
16
日
ま

で
の
間
、
飯
塚
駐
屯
地
（
松
尾
台
演

習
場
）
に
お
い
て
、
第
４
次
中
隊
練

成
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

本
訓
練
は
、
車
両
行
進
に
続
い
て

集
結
地
を
占
領
し
、
小
隊
は
２
．
５

Ｌ
Ｐ
に
よ
る
指
揮
所
用
掩
蓋
掩
壕
の

構
築
、
中
隊
本
部
は
、
炊
事
所
の
開

設
・
運
営
を
実
施
し
て
陣
地
構
築
作

業
及
び
自
隊
炊
事
能
力
に
つ
い
て
練

度
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。 

 

残
暑
残
る
蒸
し
暑
い
中
の
訓
練
で

あ
り
ま
し
た
が
、
任
務
を
完
遂
し
て

訓
練
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

 

人
を
基
本
と
す
る
陸
上
自
衛
隊
に

と
っ
て
『
人
材
』
は
宝
物
で
す
。
そ
ん

な
『
人
材
』
が
『
人
財
』
に
な
る
か

『
人
罪
』
に
な
る
か
は
ど
の
様
に
そ
の

人
と
接
し
た
か
に
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

接
し
方
も
人
に
よ
っ
て
千
差
万
別
で
す

が
、
そ
の
例
と
し
て
『
褒
め
る
』
と

『
叱
る
』
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
人
は
褒
め
ら
れ
る
と
悪
い
気
は

し
な
い
も
の
で
す(

褒
め
殺
し
は
別
で

す)

。
人
は
接
し
て
い
く
中
で
、
相
手
の

長
所
よ
り
短
所
が
気
に
な
る
も
の
で
す
。

そ
こ
を
敢
え
て
、
人
の
長
所
を
探
し
褒

め
、
短
所
に
は
目
を
瞑
る
よ
う
意
識
す

る
。
そ
の
様
な
接
し
方
が
続
く
こ
と
で
、

そ
の
人
の
長
所
が
短
所
を
消
し
去
り

『
人
財
』
と
な
り
、
『
人
財
』
と
な
っ

た
人
々
の
絆
が
団
結
を
生
み
、
そ
れ
が

乗
法
的
な
力
を
生
み
出
す
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。 

 

一
方
で
、
『
褒
め
る
』
だ
け
で
は
人

の
成
長
は
な
い
で
し
ょ
う
。
時
に
『
叱

る
』
こ
と
も
必
要
で
す
。
し
か
し
、

『
叱
る
』
こ
と
ほ
ど
難
し
い
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
私
も
上
手
く
叱
れ
な
い
一

人
で
す
。
人
は
叱
ろ
う
と
思
っ
て
も

怒
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
『
叱
る
』

行
為
は
ま
ず
は
自
分
自
身
の
感
情
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
相
手
の
誤
り
を
正
し

き
方
向
へ
と
導
く
こ
と
で
す
。
そ
し
て

叱
っ
た
あ
と
の
フ
ォ
ロ
ー
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。
何
よ
り
も
そ
こ
に
は
相
手
に

対
す
る
尊
重
が
あ
り
ま
す
。
対
照
的
に

怒
り
が
生
み
出
す
と
す
れ
ば
、
相
互
の

信
頼
感
の
低
下
が
生
み
出
す
負
の
ス
パ

イ
ラ
ル
で
す
。
そ
の
よ
う
な
関
係
で
生

み
だ
さ
れ
る
人
は
『
人
罪
』
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
人
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
は

性
能
の
決
ま
っ
て
い
る
装
備
と
は
異
な

り
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
様
な
可
能
性
が

引
き
出
せ
る
よ
う
『
褒
め
る
』
こ
と

『
叱
る
』
こ
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な

が
ら
、
人
と
向
き
合
え
る
よ
う
自
分
自

身
を
戒
め
て
い
か
な
け
れ
ば
と
感
じ
て

い
ま
す
。 

 

第
５
施
設
団
副
団
長 

 
 

 

１
等
陸
佐 

大
久
保 

芳
樹 
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警
務
隊
小
郡
連
絡
班 

第

３

６

１

会

計

隊 

基

通

小

郡

派

遣

隊 

投
稿
者 

 
 

第
３
２
１
基
地
通
信
中
隊
小
郡
派
遣
隊 

 
 

 
 

 

２
等
陸
曹 

岡
部 

 

博 

ご
家
族 

 
 

 
 
 

 

 

私
の
お
父
さ
ん
は
通
信
の

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
夜
勤

の
時
は
時
間
を
作
っ
て
電
話

を
し
て
く
れ
ま
す
。
家
に

帰
っ
て
き
た
ら
メ
ダ
カ
に
餌

を
あ
げ
た
り
プ
ラ
ン
タ
ー
の

植
物
に
水
を
あ
げ
た
り
し
て

い
ま
す
。
遊
び
に
行
き
た
い

所
が
あ
れ
ば
夜
勤
明
け
で
疲

れ
て
い
て
も
連
れ
て
行
っ
て

く
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
お

仕
事
頑
張
っ
て
下
さ
い
。(

長

女
ち
ず)

 

お
父
さ
ん
、
一
輪
車
の
練
習

見
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

早
く
乗
れ
る
よ
う
に
な
り
た

い
で
す
。(

長
男
ゆ
う
き
） 

 

派
遣
隊
は
、
８
月
28
日
か
ら
31
日
ま
で
の

間
、
令
和
４
年
度
群
演
習
に
参
加
し
、
シ
ス
テ

ム
通
信
組
織
の
構
成
・
維
持
・
運
営
要
領
、
障

害
対
処
要
領
、
部
隊
の
基
本
的
行
動
及
び
隊
員

の
基
礎
動
作
に
つ
い
て
演
練
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
演
練
を
重
ね
精
進
し
ま
す
。 

通信システム開設 

防護訓練 

 

警
務
連
絡
班
は
、
９
月
21
日
、
秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動
に
伴
い
、
駐
屯
地
と
連
携
し
た

防
犯
指
導
取
締
を
実
施
し
、
通
勤
者
に
対
し
て

交
通
安
全
に
関
す
る
声
掛
に
よ
り
、
防
犯
意
識

の
醸
成
を
図
り
、
駐
屯
地
隊
員
の
交
通
安
全
意

識
の
高
揚
に
寄
与
し
ま
し
た
。 

防犯指導取締 

防犯指導取締 

 
隊
は
、
９
月
27
日
駐
屯
地
及
び
高
良
台
演
習

場
で
野
外
練
成
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
訓

練
は
８
月
に
実
施
し
た
訓
練
の
補
備
訓
練
で
あ

り
、
演
習
場
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
現
地
の

地
形
地
物
を
活
用
し
効
果
的
な
訓
練
を
実
施
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
９
月
上
旬
に

配
属
さ
れ
た
新
隊
員
２
名
も
参
加
し
残
暑
の
中

で
も
士
気
は
旺
盛
で
積
極
的
に
掌
握
下
に
入
る

意
識
を
持
ち
、
会
計
隊
の
一
員
と
し
て
最
後
ま

で
気
を
抜
く
こ
と
な
く
、
任
務
を
完
遂
し
ま
し

た
。 

装脱面訓練 
（フード装着） 

初級幹部の実員指揮 
（命令下達） 

投
稿
者 

 
 

第
１
０
３
施
設
直
接
支
援
大
隊
本
部
付
隊 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

３
曹 

上
野 

文
和 

 
 
 
 
 

 

 

第
１
０
３
施
設
直
接
支

援
大
隊
本
部
付
隊
に
所
属

す
る
久
保
１
曹
を
紹
介
し

ま
す
。 

 

久
保
１
曹
は
、
第
２
・

３
係
業
務
統
制
陸
曹
と
し

て
勤
務
し
て
お
り
、
大
隊

の
整
備
に
関
わ
る
計
画
、

報
告
、
指
導
等
の
業
務
を

行
い
、
日
々
奮
闘
し
て
い 

矢津田１曹おかえりなさい！ 

 

北
部
方
面
隊
、
第
11
施
設
隊
（
真
駒
内
）
で
の
勤
務

を
終
え
、
令
和
４
年
３
月
、
原
隊
で
あ
る
小
郡
駐
屯
地

第
９
施
設
群
第
３
７
５
施
設
中
隊
へ
３
年
ぶ
り
に
帰
還

し
ま
し
た
。 

 

再
び
第
３
７
５
施
設
中
隊
で
勤
務
す
る
中
で
感
じ
る

こ
と
は
、
南
西
防
衛
を
主
た
る
任
務
と
し
て
、
現
実
味

あ
る
内
容
の
訓
練
が
実
施
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら

そ
の
訓
練
内
容
に
つ
い
て
分
析
し
、
各
人
が
様
々
な
疑 

 

投
稿
者 

第
９
施
設
群
第
３
７
５
施
設
中
隊 

 
 
 
 
 

 
 
 

１
等
陸
曹 

矢
津
田 

将
之 

 
 

 
 
 

 

 

投
稿
者 

第
３
０
５
ダ
ン
プ
車
両
中
隊 

 
 
 
 
 

 
 
 

３
等
陸
曹 

坂
本 

雄
紀 

 
 
 

 
 

 

 
月
に
１
度
Ｂ
整
備
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
際
に
は
先

輩
隊
員
が
後
輩
隊
員
に
車

両
の
点
検
要
領
を
教
育
す

る
機
会
が
あ
り
ま
す
。
点

検
項
目
だ
け
で
は
な
く
、

訓
練
間
故
障
し
や
す
い
箇

所
や
、
点
検
時
の
安
全
確

保
の
仕
方
な
ど
、
重
要
な

こ
と
を
教
育
す
る
事
で
、

ダ
ン
プ
中
隊
の
立
派
な
戦

力
と
し
て
活
躍
す
る
隊
員

を
育
て
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

 

教
育
を
受
け
た
後
輩
隊

員
は
、
今
度
は
教
育
す
る

側
に
な
り
、
精
強
な
ダ
ン

プ
中
隊
が
保
た
れ
て
ま
す
。 

知識伝承（車両整備要領を教育中） 

定 年 退 官 者 ・ 予 定 者 紹 介 

定
年
退
官
者 

 

第
５
施
設
団
本
部 

 
 
 
 
 

陸
准
尉 

 

肥
山 

高
広 

 
 
 
 
 
 
 

令
和
４
年
10
月
４
日
付 

 

第
２
施
設
群 

 
 
 
 
 

陸
曹
長 

 

村
瀬 

保
幸 

 
 
 
 
 
 
 

令
和
４
年
９
月
26
日
付 

 

第
１
０
３
施
設
器
材
隊 

 
 
 
 
 

准
陸
尉 

 

中
山 

仁 

 
 
 
 
 
 
 

令
和
４
年
９
月
13
日
付 

 
 
 
 
 

陸
曹
長 

 

井
上 

好
親 

 
 
 
 
 
 
 

令
和
４
年
10
月
14
日
付 

 

小
郡
駐
屯
地
業
務
隊 

 
 
 
 
 

１
等
陸
尉 

富
田 

幸
夫 

 
 
 
 
 
 
 

令
和
４
年
９
月
25
日
付 

 
 
 
 
 

陸
曹
長 

 

川
村 

英
明 

 
 
 
 
 
 
 

令
和
４
年
10
月
24
日
付 

定
年
退
官
予
定
者 

 

小
郡
駐
屯
地
業
務
隊 

 
 
 
 
 

１
等
陸
曹 

井
上 

和
宣 

 
 
 
 
 
 
 

令
和
４
年
11
月
６
日
付 

永
年
の
勤
務
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た 

 
 
 
 
 
 

問
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、
改
め
て
国
防

の
最
前
線
た
る
西
部
方
面
隊
の

部
隊
、
隊
員
の
意
識
の
高
さ
を

痛
感
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

今
後
に
つ
い
て
は
、
そ
の
任

務
に
邁
進
し
つ
つ
、
北
方
勤
務

で
広
が
っ
た
人
脈
、
培
っ
て
き

た
経
験
及
び
知
識
を
活
か
し
、

中
隊
に
貢
献
で
き
る
よ
う
尽
力

す
る
所
存
で
す
。 

ま
す
。
趣
味
は
釣
り
で
、
休
日
も
部
隊
の
釣
り
仲
間
と

釣
り
を
楽
し
ん
で
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一

昨
年
に
船
舶
免
許
を
取
得
し
、
更
に
釣
り
を
極
め
て
公

私
と
も
に
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い
る
付
隊
の
ム
ー

ド
メ
ー
カ
ー
的
な
存
在
で
す
。 
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会員募集 
 

西方管内の３尉以上の退官（予定）者は 

どなたでも入会できます！ 
 

管内の会員相互の親睦と施設科部隊の支援をしています 
 

   入会の連絡はこちら 
 

連絡（取次）先：小郡駐屯地第５施設団本部広報班 

ＴＥＬ：０９４２－７２－３１６１（内線：２１８） 

ホ ー ム ペ ー 

リ 二 ュ ー ア ー ル 

第５施設団 

ホームページをリニューアルしました。活動やイベント情報を掲載していますのでご覧ください 

 

今
回
は
、
湯
布
院

駐
屯
地
と
都
城
駐
屯

地
の
近
隣
の
美
味
を

紹
介
し
ま
す
。 

 

そ
れ
ぞ
れ
の
駐
屯

地
で
勤
務
す
る
と
手

軽
に
行
け
ち
ゃ
い
ま

す
！ 

 

皆
さ
ん
、
第
５
施

設
団
で
の
勤
務
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？ 

若葉  の 

部隊での職務 

部隊施工工事及び外注工事の企画、設計及び監理  

入隊の動機 

国民を守る自衛隊の支えとなる仕事がしたい 

部隊名 小郡駐屯地業務隊 管理科 

階級 防衛技官    松山 侑雅 

隊員の方々が生活しやすいように、 

これからも頑張ります。 

モニターと女性自衛官との意見交換会 
令和４年６月４日(土） 

航空機体験搭乗 
令和４年７月１０日(日) 

中村学園大学栄養士養成研修 
令和４年６月１３日（月）～１７日（金） 

小郡ロータリークラブ部外講話 
令和４年８月１日（月） 

由布まぶし心 
湯布院の金鱗湖近くに
本店を構える由布まぶ
し心（しん）です。 
３種類の由布まぶしを
堪能できる専門店です。 

写真は豊後牛まぶし。 
土鍋で炊かれたご飯の上
には、下が見えなくなる
くらいの豊後牛が敷き詰
められており、食べごた
え抜群です。 

カレー倶楽部ルウ 
都城に本店を構えるカレー
倶楽部ルウです。 
旨いもの×旨いものは、て
げ旨い！と謳っているカ
レー専門店です。 

写真はチキン南蛮カレー。 
チキン南蛮の甘酢とカレーの
スパイシーさが絶妙にマッチ
した、てげ旨いカレーです。 
※てげ…宮崎の方言で「とて
も」の意 

高卒塔婆慰霊祭協力 
令和４年８月６日（土） 


